
２
０
２
２
年
３
月

２
７
日
午
後
、
午

前
の
里
山
ハ
イ
キ
ン

グ
（
前
号
記
事
で

紹
介
）
の
後
は
菅

野
清
さ
ん
（
写
真

１
）
の
山
へ
。
高
さ

２
０
メ
ー
ト
ル
に
も
達

す
る
ア
カ
マ
ツ
の
大
木

の
伐
採
は
大

変
危
険
な
作

業
で
あ
る
。

基
幹
林
業
作

業
士
の
出
番

で
あ
る
。
初

め
に
木
を
倒

す
方
向
に
「
受
け
口
」

を
作
る
（
写
真
２
）
。
次

に
反
対
側
に
「
追
い

口
」
と
い
う
切
り
込
み

が
入
る
と
（
写
真
３
）
、

伐
倒
が

始
る
。

裁
断
が

進
み
見

事
な
年

輪
が
現

れ
（
写

真
４
）
、
記
者
が 

四
十
年
ま
で
数
え
た

と
こ
ろ
田
尾
さ
ん

「
百
年
だ
」
。
伐

採
は
里
山
の
大
き

な
時
間
の
流
れ
を

見
せ
て
く
れ
た
。 

　
伐
採
の
後
、
学

び
舎irori

に
戻
り
高
橋
正
二

さ
ん
の
「
里
山
林
の
放
射
能

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て

の
講
義
（
写
真
５
）
。
佐
須
の

里
山
林
の
測
定
結
果
か
ら
薪

や
キ
ノ
コ
の
原
木
を
例
に
目

標
と
な
る
指
標
を
提
示
。
里

山
内
の
作
業
・
２
０
キ
ロ
グ

ム
の
測
定
機
材
を
担
い
で
山

野
を
歩
く
人
・
デ
ー
タ
解
析

の
応
援
（
在
宅
可
）
求
む
！ 

　
講
義
の
シ
メ
に
登
場
し
た

の
は
「
椎
茸
農
家
・
妖
精
の

郷
」
の
工
藤
義
行
さ
ん

（
写
真
６
）
。
里
山
再
生
百

年
二
百
年
に
生
き
る
人
、

勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
義
終
え
て
福
島
大

農
林
サ
ー
ク
ル
代
表
・
那

須
琴
美
さ
ん
「
放
射
能
に

つ
い
て
さ
ら
に
学
び
ま

す
」
、
東
大
む
ら
塾
飯
舘

班
長
・
鎌
倉
啓
伍
さ
ん

「
放
射
能
は

難
し
い
、
次

の
取
組
み
は

花
で
す
」
、

若
者
た
ち
の

前
進
は
止
ま

ら
な
い
。
前
日
２
６
日
に

は
、
は
か
ら
ず

も
時
を
同
じ
く

し
て
京
都
大
学

生
物
圏
情
報
学

教
授 
大
手
信
人

さ
ん

が「
風

と
土

の
家
」

を
訪
れ

（
写
真

７
）
、

「
森
林

の
価
値
と
は
； 

森
と
生
き
る
ひ

と
と
社
会
の
未
来
像
」
に
つ
い
て

再
生
の
会
の
会
員
と
フ
リ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
里
山
体
験
の
最
後
に

小
原
壮
二
さ
ん
「
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
が
大
事
」
と
結

ん
だ
。 

　
参
加
者
全
員
で
決
意
も
新

た
に
パ
チ
リ
（
写
真
８
）
。 

　
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
地
球
環
境

基
金
の
助
成
を
受
け
て
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

里
山
に
百
年
の
計
あ
り
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